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 本論文は 6章から構成され、第 1章は序論、第 2章は透析療法の概要、第 3章は透析療
法の実際を述べ、以降が本論文の主要部である。研究対象とした病院は病床数 135 床の 2
次救急病院で、血液透析部門として 40 床を保有する脳・心血管と透析の専門病院である。




①プライミング 8.8%、②穿刺 39%、③透析中の監視 4%、④回収 16%、⑤指示関係 21%、そ
の他 11%、となった。また、インシデント発生数を日時について解析した結果、午前 31件
（39％）、午後 39件（49％）で、1クール目と 2クール目の患者の入れ替えがある 12時か
ら 14時の時間帯に最も多く発生していた。週では木曜日が 22件（27％）と最も高く、月
別では 5月が 21件（26％）と最も多かった。スタッフの経験年数別では 5年未満が 40件
（50％）と最も多く、15-20年が 28件（35％）と 2番目に多かった。 
 第 5 章では前章のインシデントの発生状況の分類を利用して、透析業務の複雑な各プロ
セスを分析してワークフローとして可視化しインシデントをマッピングした。その結果、
透析業務の全体フローは[0] 点検準備、[1] 指示、[2] 指示受け、[3] 準備、[4] 申し送








の PDF が表示され、発生件数が多い箇所には Risk Priority Number のレベルを星の数と
それらの内容と対策をまとめて示し、院内イントラネット上で閲覧できるようにした。こ
のシステムは新人教育やベテランスタッフの再教育にも有用なシステムとなった。 






















 A病院の血液透析部門で報告された 1年間のインシデントレポート 80件を、大分類とし
て①プライミング、②穿刺、③透析中の監視、④回収、⑤指示関係に分類するとともに、




















 本研究の結果はすでに 2 本の査読論文として学会誌に掲載され、国際学会でも発表され
た。以上を総合した結果、本審査委員会では本論文が「博士(応用情報科学)」の学位授与
に値する論文であると全員一致により判定した。 
  
